
中
国
国
家
図
書
館
（
旧
称
北
京
図
書
館
）
は
清
末
の
一
九
一
○
年

に
創
設
さ
れ
た
京
師
図
書
館
を
前
身
と
し
、
翌
を
年
に
正
式
開
館
。

一
九
二
八
年
に
は
国
立
北
平
図
書
館
と
改
称
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て

そ
の
歴
史
は
さ
ほ
ど
長
く
は
な
い
が
、
蔵
書
の
一
部
は
南
宋
の
皇
帝

書
庫
・
輯
煕
殿
、
明
の
皇
帝
書
庫
・
文
淵
閣
を
受
け
継
ぎ
、
、
清
朝
の

内
閣
大
庫
、
翰
林
院
、
国
子
監
南
学
の
蔵
書
を
基
礎
と
し
て
い
る
か

ら
、
文
字
通
り
そ
の
質
量
は
中
国
国
家
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
医
学
関
係
書
に
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
そ
の
状
況
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
Ｏ

演
者
ら
は
本
館
所
蔵
の
古
医
籍
を
調
査
し
た
結
果
、
日
本
の
各
図

書
館
に
は
所
蔵
さ
れ
な
い
善
本
の
数
々
に
つ
い
て
知
見
を
得
た
。
今

回
は
そ
の
う
ち
中
国
宋
版
の
孤
本
八
種
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
報

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の

宋
刊
医
籍
孤
本
八
種

李
志
剛

二
『
傷
寒
要
旨
』
二
巻
、
・
乾
道
七
年
（
二
七
一
）
姑
執
郡
斎
刊

本

宋
・
李
樫
の
撰
。
巻
一
は
「
傷
寒
要
旨
」
、
巻
二
は
「
傷
寒
要
旨

薬
方
」
。
収
録
薬
方
一
○
四
方
。
本
版
は
前
項
の
『
洪
氏
集
験
方
』

の
翌
年
、
同
じ
く
姑
執
の
郡
斎
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
版
式
も

刻
工
名
も
同
じ
く
す
る
。
黄
王
烈
の
旧
蔵
で
、
以
後
『
洪
氏
集
験

生
ロ
幸
，
ラ
③
。

一
『
洪
氏
集
験
方
』
五
巻
、
乾
道
六
年
（
二
七
○
）
姑
執
郡

斎
刊
本

宋
・
洪
遵
の
撰
に
な
る
方
書
。
著
者
自
身
の
、
も
し
く
は
伝
聞
に

よ
る
経
験
処
方
一
六
七
首
を
収
録
す
る
。
本
版
は
洪
遵
自
身
が
姑
執

（
安
徽
省
当
塗
）
の
役
所
で
出
版
し
た
初
刊
本
で
、
他
に
伝
本
は
皆

無
。
毎
半
葉
九
行
、
行
十
六
字
。
目
録
の
第
一
・
二
・
四
葉
は
明
初

の
補
抄
、
巻
末
に
元
人
手
写
の
「
賢
人
留
意
済
斯
民
」
の
詩
が
あ

り
、
紙
背
に
は
淳
煕
七
・
八
年
の
公
文
が
あ
る
。
清
の
季
振
宜
旧

蔵
。
以
後
、
黄
丞
烈
↓
汪
士
鐘
↓
題
紹
基
と
転
じ
て
本
館
の
蔵
に
帰

し
た
。
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四
『
本
草
桁
義
』
二
十
巻
、
淳
煕
十
二
年
（
二
八
五
）
江
西
転

運
司
刻
慶
元
元
年
（
一
一
九
五
）
修
本

宋
・
冠
宗
爽
が
政
和
六
年
（
一
二
六
）
に
編
撰
し
た
本
草
害
。

宣
和
元
年
（
二
一
九
）
の
初
刊
本
は
伝
存
し
な
い
。
他
に
武
田
杏

雨
書
屋
蔵
の
淳
煕
十
二
年
刊
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
慶
元
元
年
刊

本
の
宋
版
が
知
ら
れ
る
。
本
版
は
淳
煕
の
原
刻
数
葉
を
存
し
、
残
り

三
『
衛
生
家
宝
産
科
備
要
』
八
巻
、
淳
煕
十
一
年
（
二
八
四
）

南
康
郡
斎
刊
本

宋
・
朱
端
章
の
撰
に
な
る
産
婦
人
科
の
方
書
。
本
版
は
巻
末
に

「
長
楽
朱
端
章
、
以
所
蔵
諸
家
産
科
経
験
方
、
編
成
八
巻
、
刻
版
南

康
郡
斎
。
淳
煕
甲
辰
歳
十
二
月
初
十
日
」
、
目
録
末
に
「
翰
林
医
学

差
充
南
康
軍
駐
泊
張
永
校
勘
」
と
あ
る
初
版
本
。
毎
半
葉
九
行
、
行

十
五
字
。
黄
玉
烈
・
汪
士
鐘
・
窪
紹
基
ら
旧
蔵
。
『
十
万
巻
楼
叢
書
』

に
翻
刻
が
あ
る
。

方
』
と
流
転
を
と
も
に
し
、
本
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
本
書
は
今
日
ま

で
一
度
も
影
印
・
翻
印
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
内
容
は
世
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。

七
『
十
便
良
方
』
四
十
巻
、
宋
万
巻
堂
刊
本

宋
・
郭
担
の
撰
に
な
る
方
書
。
『
近
時
十
便
良
方
』
な
ど
と
も
称

す
。
収
録
方
剤
二
千
余
方
。
慶
元
二
年
（
二
九
六
）
に
初
刊
さ
れ

た
が
失
伝
。
本
版
は
そ
れ
に
拠
る
成
都
眉
山
地
方
の
耆
坊
・
万
巻
堂

六
『
劉
渭
子
鬼
遺
方
』
五
巻
、
宋
刊
本

晋
末
の
劉
渭
子
の
原
撰
、
南
斉
の
巽
慶
宣
の
編
に
な
る
外
科
的
疾

患
の
治
方
書
。
も
と
は
十
巻
本
で
、
『
外
台
秘
要
方
』
『
医
心
方
』
な

ど
に
も
引
用
が
あ
る
。
本
版
は
刊
年
不
詳
で
あ
る
が
、
唯
一
最
古
の

宋
刊
本
。
毎
半
葉
十
三
行
、
行
二
十
三
字
。
汪
士
鐘
・
窪
紹
基
等
旧

蔵
。

五
『
経
史
証
類
備
急
本
草
』
三
十
一
巻
、
嘉
定
四
年
（
一
二
二
）

知
滝
川
府
劉
甲
刊
本

宋
・
唐
慎
微
の
撰
に
な
る
本
草
害
。
原
書
は
十
一
世
紀
末
の
成

立
。
淳
煕
十
二
年
江
西
漕
司
刊
本
↓
南
隆
再
刊
本
↓
本
版
と
重
刻
さ

れ
た
も
の
。
毎
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
一
字
。
清
の
楊
以
増
旧
蔵
。

は
慶
元
の
補
刻
。
毎
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
一
字
。
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八
『
傷
寒
明
理
論
』
三
巻
、
方
論
一
巻
、
宋
刊
本

金
・
成
無
己
の
撰
し
た
『
傷
寒
論
』
の
解
説
・
研
究
害
。
初
刊
本

と
し
て
小
字
密
行
の
金
刊
本
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
現
存
し
な
い
。
本

版
は
刊
行
年
代
不
詳
で
あ
る
が
、
宋
刊
本
と
し
て
唯
一
最
古
の
も
の

で
あ
る
。
毎
半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
清
の
李
之
那
の
旧
蔵
書
で
、

従
来
本
版
に
拠
る
影
印
も
し
く
は
翻
刻
本
は
な
い
。

（
中
国
国
家
図
書
館
／
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学

総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

旧
蔵
。

の
重
刻
本
で
、
目
録
末
に
「
万
巻
堂
作
十
三
行
大
字
刊
行
庶
便
検
用

請
詳
鑑
」
と
あ
る
。
現
存
部
は
巻
十
一
’
十
七
、
二
十
一
’
二
十
三

の
計
十
巻
。
毎
半
葉
十
三
行
、
行
二
十
三
字
。
黄
王
烈
・
窪
紹
基
等

十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
医
学
教
育
方
法
の
歴
史
的
変

遷
に
つ
い
て
は
、
一
々
詳
細
な
記
述
は
成
書
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、

そ
の
ア
ゥ
ト
ラ
イ
ン
を
整
理
し
て
、
明
快
に
示
し
た
も
の
は
演
者
の

知
る
限
り
日
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
た
と
え
ば
、
外
科
産

科
医
の
地
位
の
向
上
、
学
位
の
一
本
化
、
大
学
の
公
用
語
の
変
化

（
ラ
テ
ン
語
か
ら
母
国
語
へ
）
、
医
育
機
関
の
一
本
化
な
ど
が
、
ど
の

よ
う
な
歴
史
的
節
目
を
境
に
な
さ
れ
た
の
か
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。

演
者
は
こ
こ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
の

新
し
い
時
代
区
分
を
提
唱
し
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
変
遷
が
独
特
で
あ

る
の
で
除
外
し
、
大
陸
の
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
つ
い
て
論
じ
る
。

十
九
世
紀
の
医
育
の
歴
史
を
、
三
期
に
分
け
る
。
第
１
期
は
一
七

八
九
年
（
フ
ラ
ン
ス
革
命
）
お
よ
び
一
八
一
四
年
（
ウ
ィ
ー
ン
会
議
）

十
九
世
紀
ョ
Ｉ
ロ
ヅ
パ
の
医
育
の
変
遷

。
ロ
ユ

、
ｊ
〃

石
田

２Ｊ

純
郎
、
Ｈ
・
ポ
イ
ケ
ル
ス
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